
3  こんな技術を求めています︕

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

水道局内には、マニュアル化等によって共有されているデータ以外に、

これまでにデータ化されていない、または各課・各係・個人で保管され、

局全体では活用されていない有益な情報が多数存在しており、このよう

な情報をナレッジバンクとして集約・整理しています。

 継承すべき技術が見える化できていない

 技術をどのように継承したらよいか分からない

 ナレッジバンクの構築がシステム化されていない

 ナレッジバンクの構築が面倒

 ナレッジバンク内の必要な情報に容易に

たどり着けない

 継承すべき知識・技術を洗い出し、整理・集約するシステム

 知りたい知識・技術、継承すべき知識・技術を吸い上げて、ナレッジバンクを作成できるシステム

 必要事項を入力すればナレッジバンクが生成できるシステム

 自動でマニュアルや動画教材を作成できるシステム

ナレッジバンク作成業務、マニュアル作成業務、動画教材作成業務

札１ ナレッジバンク構築・発展のシステム化 求める技術︓①

札幌市

1  課題を抱える業務の内容



3  こんな技術を求めています︕

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務
受講アンケート集計・解析業務

人材育成のための有効な手段の１つとして研修を実施しており、毎年度研修

計画を立てて効果的かつ効率的に研修が実施できるよう努めています。一部の

研修では研修受講アンケートを実施し、研修内容等の改善に役立てていますが、

研修の実施成果が各職場で生かされているかどうかは把握できていません。

 研修の効果を確かめる手法として受講アンケートを実施しているが、アンケー

トだけでは研修の実施効果を見える化することが難しい

 研修の効果の定量化が難しい  研修効果を上げる手法が分からない

 以下のような作業を行い、研修効果を見える化するシステム

・受講アンケート集計・解析

・受講後数ヶ月後の研修内容定着状況把握

・組織への寄与度把握

 見える化した結果を基に、研修

実施効果を上げるための手法を

フィードバックするシステム

札２ 研修効果測定システム 求める技術︓⑮

札幌市

1  課題を抱える業務の内容



積雪寒冷地である本市の現場作業においては、管路やバルブの位置を探し

出すことが困難な状況があります。管路やバルブの位置を容易に把握するこ

とができれば、作業の大幅な時間短縮を期待できます。

積雪期においては、オフセットや見出票からバルブの位置の見当をつけて、そこから除雪を行い、バル

ブを探し出しますが、実際の位置が想定の位置と異なっており、時間を要することがあります。この作業

時間を短縮できれば、素早い初動対応にもつながります。

管路やバルブの位置を座標に落とし込み、現場で容易に位置を特定できるシステム

札幌市内の積雪状況

積雪期における現場作業の負担軽減が期待できる

緊急的な対応であり、作業頻度および作業時間は一定ではないが、1作業あたり数時間規模で短縮できる

札３ 管路やバルブの位置を視覚的に把握することができるシステム 求める技術︓⑤

札幌市
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3  こんな技術を求めています︕

2  課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量



工事及び業務の設計・積算・検算・審査には多くの労力と時間を要しています。また、設計書の違算に

より、工事発注の遅れなどの弊害も生じており、違算を減少させることが課題となっています。

工事の発注には、設計図面・数量調書・設計書の作成に多くの時間を割いており、また、１つの設計書

に対して、複数人のチェックを行っています。しかしながら、違算をゼロにすることはできず、工事発注

の遅れや、再発注にかかる労力が生じています。

 設計図面・数量調書・設計書を一元的に作成することができるシステム

 過去のデータ・傾向から間違いやすい箇所を分析し、設計者に周知するシステム

 違算を検知するシステム

設計書の作成および検算の効率化が期待できる

当局発注の全ての工事において、設計・積算および検算に要する時間を設計書1本あたり数時間規模で

短縮できる

札４ AIを活用した設計積算支援システム 求める技術︓⑨

札幌市
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写真など

他都市と比べ浄水場原水のヒ素濃度が高いため、原因となる自然湧水を含む河

川水を抜本的に取り除くための事業を進めています。

ヒ素を含む自然湧水はPACを用いた沈殿処理後に河川へ放流しますが、自然

湧水のヒ素濃度は取水地点の河川流量等の影響を受け変動するため、流入水質に

応じた自動制御処理システムの導入が望まれます。

 流入・放流水のヒ素濃度を自動かつ連続で計測できる技術

 流入量・流入水質に応じた薬品注入量の自動制御技術

 処理対象水の流量、濃度が一定でないため薬品注入量、運転方法の設定を頻繁に変更する必要がある

 流入水・処理後のヒ素濃度をリアルタイムで把握する手段がない

現状ではヒ素濃度の代替として電気伝導速度を測定し、近似式からヒ素濃度を把握する予定ですが、ヒ素

濃度を自動・連続監視することでより精度の高い測定、きめ細かい効率的な運転管理が可能になります。

システムの導入が望まれる豊平川水道水源水質保全事業における最大の流入量・放流水は流量1.7㎥／ｓ

を予定してます。また、計測頻度は毎日連続して測定する予定です。

札５ 水中のヒ素連続監視システム 求める技術︓①

札幌市
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3  こんな技術を求めています︕

2  課題の詳細

本市の管路延長は6,000㎞を超えており、延命化や事業量の平準化などにより計画的に更新しています。

更新にあたっては、漏水の主原因である管の外面腐食を考慮し、布設地域の土質やポリエチレンスリーブの有無

等で外面腐食度を推定し更新基準年数を設定していますが、実際の腐食状況は試掘や堀上撤去時に確認している状

況で、事前に調査できる箇所は限られています。

本市の管路は主にダクタイル鋳鉄管であり、管路の腐食状況を事前に把握するには試掘等の調査が必要である

ため、調査できる箇所や延長は限られています。ＩＣＴ技術の活用により非開削の調査が可能となれば、腐食を

起因とした漏水発生を未然に防ぐことや、管路更新をより効率的に進めることができます。

 埋設された既設管路の外面腐食状況を非開削で調査する技術（電波・音波・衛星画像等）

 調査結果から、腐食による漏水リスクを可視化する技術

４ 技術の導入により代替が期待される業務
現状では、水道管布設工事における試掘時や掘上撤去時に施工業者の協力を得て手作業で資料採取、腐食深さ

の測定を行ってきましたが、技術の導入により、調査業務の省力化、精度の向上が期待できます。

５ 事業規模・業務量
札幌市内に布設されている配水管約6,000㎞のうち、ポリエチレンスリーブが被覆されていない約1,900km

などを対象とした調査が想定されます。

札６ 非開削による管体外面腐食調査 求める技術︓①⑦

札幌市

1  課題を抱える業務の内容



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています︕

札７ 積雪寒冷地における配水管浅層埋設支援技術

2  課題の詳細

求める技術︓⑮

札幌市

本市の管路延長は6,000㎞を超えており、延命化や事業量の平準化などにより計画的に更新しています。

北海道のような積雪寒冷地での更新にあっては、配水管内の水が凍結しないように、基本的には凍結深度より

も深く埋設しなければならず、土工によるコストがかさんでいる（札幌市の配水支管埋設深さ：1.1～1.2m）

人口減少等により給水収益が減少する中で、北海道のような寒冷地においても、凍結しない範囲で掘削深を浅

くすることができれば、延長あたりの「更新コストの削減」や「更新に要する期間の短縮」が見込める。

 施工や維持管理に影響を与えず、低コストな管の保温技術（断熱塗装、高断熱ポリスリーブ等）

 浅埋埋設可能な範囲（凍結しない範囲）の調査・検討を支援する技術（土中・管内温度測定等）

４ 技術の導入により代替が期待される業務

５ 事業規模・業務量
札幌市内に布設されている配水管約6,000㎞の更新

 「更新コストの削減」や「更新に要する期間の短縮」が期待されます。


